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新潟港湾・空港整備事務所 平成３０年１０月２４日

「湊まち新潟歴史ウォーク２０１８」第６回 開催します

本年で１１年目となる「湊まち新潟歴史ウォーク２０１８」の第５回目のウォークを下

記のとおり、開催しますのでご案内します。

今回のテーマは、「 沼垂湊のまち散策 」です。（年間スケジュール等は、別紙を参照
ぬっ た り みなと

下さい。）。

戦国時代には、新潟湊、蒲原津と併せて、「三か津」と呼ばれて繁栄し、江戸時代には、
にい がたみなと かん ば ら のつ

新発田藩の蔵所が置かれた沼垂湊。湊まちゆかりの地を巡り、大河の侵食や洪水と闘い、
ぬっ た りみなと め ぐ

幾度もの移転を乗り越えてきた湊まち沼垂の歴史を訪ねて散策します。

なお、参加者は、４月３０日までの応募期間に申込みのあった方の中から、抽選で選ば

せていただいています。

記

１．日 時 １０月２７日（土） ９：００～１２：００（予定）

２．集合場所 東地区総合庁舎（新潟市中央区蒲原町７－１）

３．参加人数 ４０名（予定）

４．行 程 散策

沼垂定住三百年記念の碑、法光院、沼垂テラス、乙子神社など

新潟市立中央図書館（ほんぽーと）前にて解散

※ まち新潟歴史ウォーク２０１８は、新潟開港１５０周年

パートナー事業です。

発表記者クラブ お問い合わせ先

新潟県政記者クラブ 国土交通省 北陸地方整備局

新県政記者クラブ 新潟港湾・空港整備事務所

新潟市政記者クラブ 湊まち新潟歴史ウォーク担当 八木・家老
や ぎ か ろう

専門紙 TEL 025-222-6111



別 紙

※１ 湊まち新潟歴史ウォーク２０１８

「湊まち新潟歴史ウォーク」は、みなと周辺の歴史探訪や施設の見学を通じ、市民の皆

さまに湊まち新潟、新潟港への関心を深めていただくことを目的としています。

下表のとおり、５月から１０月までの第４土曜日（毎月１回）と１２月１日（土曜日）

の延べ７回、開催する計画です。

月 日 テ ー マ 主 な 訪 問 箇 所

第１回 5/26(土) 湊まち新潟の歴史概説 みなとぴあ、朱鷺メッセ

第２回 6/23(土) 大型浚渫兼 油 回収船と新潟みなと 大型浚渫兼油回収船『白山』、入船みなと
しゅんせつ あぶらかいしゅう

トンネル探訪 タワー

第３回 7/28(土) 山の下閘門排水機場見学 山の下閘門排水機場、開港記念公園
こうもん

（中止）

西港港内、新潟港湾空港技術調査事務所 水
第４回 8/25(土) 西港船上見学と水理実験場見学

理実験場

旧齋藤家別邸、旧日銀支店長役宅、
第５回 9/22(土) 新潟湊の経済を支えた建物探訪

旧市長公舎

沼垂定住三百年記念の碑、乙子神社、
第６回 10/27(土) 沼垂湊のまち散策

沼垂地区周辺

第７回 12/1(土） 開港１５０年に向けてのカウントダウン 意見交換会（朱鷺メッセ）

※２ 湊まち新潟歴史ウォーク実行委員会

新潟港と湊まち新潟の更なる発展に寄与することを目的に、平成２１年に発足しました。

実行委員会は、みなとに関わりの深い NPO 法人（NPO 法人新潟みなとクラブ、NPO 法人

にいがた湊あねさま倶楽部）を中心に組織されており、これらの２つの NPO 法人は港湾

協力団体にも認定されています。



参 考

※ 気象状況などにより、中止又は一部を変更して実施する場合があります。

（参考：昨年の様子）

東地区総合庁舎をスタートし、最初に訪れたのは、栗の木バイパスの脇に設置された「沼垂定住三百

年記念の碑」でした。

その後、奉納された船絵馬が飾られる乙子神社や、造った酒が北前船で佐渡や蝦夷地に運ばれた

歴史を持つ酒造会社などを湊ゆかりの地を巡りました。

湊まち新潟歴史ウォーク 2018第 6回（10月 27日）ウォーク計画図

乙子神社 奉納船絵馬 沼垂テラスを散策 現在の沼垂（醸造の町）も見学




